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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの血糖値の予測経時変化を示す予測血糖値変化曲線を算出する予測血糖値算出
装置であって、
　前記ユーザーの第１の日時における第１食事情報と第２の日時における第２食事情報と
を取得する食事情報取得部と、
　前記第１食事情報と前記第２食事情報との相対関係情報と、前記第１の日時と前記第２
の日時との差である経過時間情報とを用いて、第１の前記予測血糖値変化曲線を算出する
第１予測血糖値算出部と、
　前記ユーザーの消費カロリーに関する消費カロリー情報を取得する消費カロリー情報取
得部と、
　前記消費カロリー情報を用いて、第２の前記予測血糖値変化曲線を算出する第２予測血
糖値算出部と、
　前記第１の予測血糖値変化曲線と、前記第２の予測血糖値変化曲線とを統合することに
より、前記食事および前記消費カロリーに基づく第３の前記予測血糖値変化曲線を算出す
る第３予測血糖値算出部と
　を備えることを特徴とする予測血糖値算出装置。
【請求項２】
　前記第１食事情報と前記第２食事情報とは、少なくとも糖質量及びＧＩ値を含むことを
特徴とする、請求項１に記載の予測血糖値算出装置。
【請求項３】
　前記相対関係情報と前記経過時刻情報とに基づいて前記第１の予測血糖値変化曲線の血
糖値上昇度合いを決定することを特徴とする、請求項１又は２に記載の予測血糖値算出装
置。
【請求項４】
　前記消費カロリー情報は、活動量情報、脈拍情報、体調情報のうち少なくとも１つに基
づいて決定された予測消費カロリー情報を含むことを特徴とする、請求項１～３いずれか
に記載の予測血糖値算出装置。
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【請求項５】
　前記予測消費カロリーは、体調が良い時ほど消費カロリーの単位時間あたりの変化量が
大きくなるように可変に設定されることを特徴とする、請求項４に記載の予測血糖値算出
装置。
【請求項６】
　前記体調情報は安静時脈拍値または睡眠時間に応じて可変に設定されることを特徴とす
る、請求項４～５いずれかに記載の予測血糖値算出装置。
【請求項７】
　　ユーザーの血糖値の予測経時変化を示す予測血糖値変化曲線を算出する予測血糖値算
出方法であって、
前記ユーザーの第１の日時における第１食事情報と第２の日時における第２食事情報とを
取得する食事情報取得工程と、
　前記第１食事情報と前記第２食事情報との相対関係情報と、前記第１の日時と前記第２
の日時との差である経過時間情報とを用いて、第１の前記予測血糖値変化曲線を算出する
第１予測血糖値算出工程と、
　前記ユーザーの消費カロリーに関する消費カロリー情報を取得する消費カロリー情報取
得工程と、
　前記消費カロリー情報を用いて、第２の前記予測血糖値変化曲線を算出する第２予測血
糖値算出工程と、
　前記第１の予測血糖値変化曲線と、前記第２の予測血糖値変化曲線とを統合することに
より、前記食事および前記消費カロリーに基づく第３の前記予測血糖値変化曲線を算出す
る第３予測血糖値算出工程と
　を備えることを特徴とする予測血糖値算出方法。
【請求項８】
　前記相対関係情報と前記経過時刻情報とに基づいて前記第１の予測血糖値変化曲線の血
糖値上昇度合いを決定することを特徴とする、請求項７に記載の予測血糖値算出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】予測血糖値算出装置、予測血糖値算出方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、予測血糖値算出装置、予測血糖値算出方法に関する。
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